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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
先
住
民
の
個
人
史
に
み
る
「
多
文
化
な
状
況
」
へ
の
対
応

― 

南
東
部
先
住
民
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
の
個
人
史
を
事
例
と
し
て 

―友　
　

永　
　

雄　
　

吾

は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
南
東
部
の
先
住
民
に
つ
い
て
、
個
人
史
に
注
目
し
つ
つ
、
世
代
間
の
国
家
政
策
や
日
常
生
活
に
あ
ら
わ
れ
る
「
多
文
化
な
状
況
」
に
お

け
る
先
住
民
個
々
人
の
対
応
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
こ
に
お
い
て
、
植
民
の
初
期
か
ら
続
く
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
家
の
先
住
民
政
策
に
対
す
る
先
住
民
の
対
応
と
、
彼
／

彼
女
ら
の
日
常
生
活
に
お
い
て
繰
り
広
げ
る
生
の
諸
相
を
分
析
す
る
。
こ
の
た
め
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
南
東
部
マ
レ
ー
・
ゴ
ー
ル
バ
ー
ン
地
域
を
中
心
に
居
住
す
る
先
住

民
集
団
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
（Yorta Yorta

）
の
一
家
族
に
注
目
す
る
。 

本
稿
で
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
南
東
部
の
先
住
民
に
つ
い
て
、
個
人
史
に
注
目
し
つ
つ
、
世
代
間
の
国
家
政
策
や
日
常
生
活
に
あ
ら
わ
れ
る
「
多
文
化
な
状
況
」
に
お
け
る

先
住
民
個
々
人
の
対
応
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
こ
に
お
い
て
、
植
民
の
初
期
か
ら
続
く
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
家
の
先
住
民
政
策
に
対
す
る
先
住
民
の
対
応
と
、
彼
／
彼
女
ら
の

日
常
生
活
に
お
い
て
繰
り
広
げ
る
生
の
諸
相
を
分
析
す
る
。
こ
の
た
め
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
南
東
部
マ
レ
ー
・
ゴ
ー
ル
バ
ー
ン
地
域
を
中
心
に
居
住
す
る
先
住
民
集
団
ヨ
ル
タ
・

ヨ
ル
タ
（Yorta Yorta

）
の
一
家
族
に
属
す
る
4
人
の
個
人
史
に
注
目
す
る
。
そ
の
異
な
っ
た
世
代
の
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
個
々
人
の
生
活
史
か
ら
は
、
そ
こ
に
見
え
隠
れ
す

る
「
多
文
化
な
状
況
」
を
資
源
と
し
て
活
用
す
る
姿
が
明
ら
か
に
な
り
、
そ
こ
に
現
れ
る
先
住
民
社
会
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
と
の
間
で
相
互
に
揺
れ
る
個
々
人
の
日
常
的

実
践
が
検
討
さ
れ
る
。

論
文
要
旨
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
１
９
９
３
年
に
「
先
住
権
原
法
」
が
制
定
さ
れ
、
先
住
民
集
団
に
植
民
地
化
の
以
前
か
ら
生
活
を
し
て
い
た
こ
と
が
承
認
さ
れ
る
と
、
そ
の
土
地

を
利
用
す
る
際
の
「
権
原
」
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
全
土
で
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、先
住
民
個
人
に
た
い
し
て
先
住
民
と
し
て
の
「
真
正
性
」

の
提
示
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
集
団
内
部
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
の
側
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
「
先
住
権
原
法
」
が
制
定
さ
れ
る
以
前
と
そ

れ
以
降
の
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
の
個
人
史
に
注
目
す
る
。
そ
の
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
個
々
人
の
生
活
か
ら
は
、
そ
こ
に
見
え
隠
れ
す
る
「
多
文
化
な
状
況
」
を
資
源
と
し
て
活

用
す
る
姿
が
明
ら
か
に
な
り
、
そ
こ
に
現
れ
る
先
住
民
社
会
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
と
の
間
で
相
互
に
揺
れ
る
個
々
人
の
日
常
的
実
践
が
検
討
さ
れ
る
。

1
）
個
人
史
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

従
来
か
ら
個
人
史
に
関
す
る
研
究
は
、
行
為
者
と
り
わ
け
構
造
的
弱
者
の
主
観
性
に
注
目
し
て
き
た
。
そ
れ
は
20
世
紀
に
入
り
実
証
主
義
と
い
う
認
識
法
が
疑
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
、そ
こ
で
扱
わ
れ
る
客
観
性
を
重
ん
じ
る
認
識
枠
組
か
ら
、行
為
者
の
主
観
性
を
重
視
す
る
枠
組
み
へ
と
そ
の
認
識
方
法
が
変
わ
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。従
っ

て
、
個
人
史
に
注
目
し
た
研
究
は
、
行
為
者
の
主
観
性
を
重
視
し
て
き
た
。
さ
ら
に
個
人
史
に
よ
る
調
査
と
は
、
行
為
者
と
調
査
者
の
相
互
作
用
を
必
然
と
し
、
聞
く
こ

と
と
語
る
こ
と
の
あ
い
だ
に
あ
る
不
均
衡
に
固
定
化
さ
れ
た
権
力
関
係
を
伴
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
個
人
史
に
注
目
し
た
研
究
は
、
こ
の
不
均
衡
な
権
力
関
係
を
超
え

る
た
め
に
、
語
り
手
か
ら
の
問
い
か
け
に
注
目
し
た
「
均
衡
回
復
の
試
み
」
に
他
な
ら
な
い
（
松
田
２
０
１
０
：
49

53
）。
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
背
景
を
鑑
み
つ
つ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
の
構
造
的
弱
者
で
あ
る
先
住
民
の
個
人
史
か
ら
の
分
析
を
試
み
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
南
東
部
に
お
け
る
先
住
民
の
個
人
史
に
注
目
し
た
従
来
の
研
究
で
は
、
行
為
者
の
主
観
性
が
重
視
さ
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
コ
ウ
リ
シ
ョ
ウ
は
、

ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
の
地
方
町
バ
ー
ク
に
住
む
先
住
民
集
団
ヌ
ゲ
ン
バ
（N

gem
ba

）
の
生
活
に
注
目
し
、
そ
こ
に
あ
ら
わ
れ
る
白
人
と
先
住
民
と
の
「
人
種
」

概
念
に
基
づ
く
非
対
称
的
な
力
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
（C

ow
lish

aw
 2004

）。
さ
ら
に
、
モ
リ
ス
は
、
同
じ
く
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
の
地
方
町
の
先
住

民
集
団
ダ
ン
ガ
デ
ィ
（D

h
an

gadi

）
に
注
目
し
、
そ
こ
で
の
関
係
が
植
民
の
時
期
か
ら
つ
づ
く
白
人
に
よ
り
管
理
さ
れ
る
状
況
、
す
な
わ
ち
コ
ン
タ
ク
ト
・
ゾ
ー
ン
と
し

て
の
状
況
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
（M

orris 2001

）。
さ
ら
に
、
松
山
は
地
方
町
モ
リ
ー
の
先
住
民
集
団
ガ
ミ
ラ
ロ
イ
（K

am
ilaroi

）
に
注
目
し
、
植
民
の
過
程

で
伝
統
儀
礼
な
ど
文
化
的
慣
習
の
ほ
と
ん
ど
を
喪
失
し
た
先
住
民
集
団
が
、
白
人
社
会
と
折
り
合
い
を
つ
け
、
し
た
た
か
に
生
き
る
姿
を
描
き
出
し
て
い
る
（
松
山

２
０
０
６
）。
こ
れ
に
対
し
て
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は
、
南
東
部
の
先
住
民
集
団
ウ
ィ
ラ
ジ
ュ
ラ
イ
（W

iradju
ri

）
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
集
団
の
生
活
が
、
白
人
の
植
民
に

圧
倒
さ
れ
る
な
か
、
家
族
の
紐
帯
を
強
く
保
持
す
る
た
め
に
、
相
互
扶
助
を
基
軸
と
す
る
伝
統
的
慣
習
に
基
づ
い
て
、
家
族
関
係
の
再
創
造
を
試
み
る
様
態
を
明
ら
か
に

（
1
）
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し
た
（M

acdon
ald 2000

）。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
研
究
の
主
題
は
、
先
住
民
と
非
先
住
民
と
い
う
二
項
の
構
造
に
の
み
に
議
論
の
中
心
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
先
行
研
究
の
成
果
を
受
け
て
、
こ
こ
で
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
南
東
部
の
先
住
民
集
団
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
の
生
活
史
を
国
家
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
さ
ら
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
先
住
民
集
団
や
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
含
む
市
民
社
会
と
の
間
に
お
け
る
複
雑
で
重
層
化
す
る
場
の
な
か
で
と
ら
え
、
そ
れ
を
個
人
の
行
為
レ
ベ
ル
か
ら
分
析
す

る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
家
と
交
渉
す
る
集
団
の
行
為
の
み
な
ら
ず
、
個
人
の
経
験
へ
の
接
近
が
可
能
と
な
り
、
そ
の
生
活
史
が
も
た
ら
す
諸
現
象
の
理
解
が
可
能

に
な
る
。

2
）
多
文
化
な
状
況
の
意
味

つ
ぎ
に
、「
多
文
化
な
状
況
」
と
は
何
を
示
し
て
い
る
の
か
を
あ
き
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
近
年
の
先
住
民
と
多
文
化
主
義
の
議
論
を
踏
ま
え
筆
者
が

考
え
る
「
多
文
化
な
状
況
」
に
つ
い
て
考
え
を
示
す
。
そ
の
前
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
多
文
化
主
義
の
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

多
文
化
主
義
と
は
、国
民
国
家
の
私
的
・
公
的
領
域
に
お
け
る
文
化
的
多
様
性
を
承
認
し
、そ
の
よ
う
な
差
異
に
由
来
す
る
不
平
等
の
是
正
を
目
指
す
理
念
と
さ
れ
る
（
関

根
２
０
０
０
）。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
１
９
７
０
年
代
後
半
か
ら
連
邦
政
府
が
、
多
文
化
主
義
を
公
式
な
政
策
と
し
て
展
開
し
て
い
る
。
当
初
は
、
移
民
に
対
す
る
福
祉

を
重
ん
じ
る
福
祉
多
文
化
主
義
政
策
が
と
ら
れ
る
が
、
移
民
の
増
加
と
、
そ
れ
へ
の
財
政
援
助
が
増
え
る
こ
と
で
、
そ
の
政
策
に
対
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
か
ら
の

反
発
が
生
ま
れ
た
。
こ
う
し
た
状
況
は
、競
争
原
理
に
も
と
づ
く
新
自
由
主
義
が
進
展
す
る
な
か
、移
民
に
対
し
て
は
専
門
知
識
や
英
語
運
用
能
力
の
高
い
個
人
を
選
別
し
、

そ
う
で
な
い
個
人
は
排
除
す
る
こ
と
で
国
益
を
重
ん
じ
る
経
済
多
文
化
主
義
を
生
み
だ
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
と
り
わ
け
移
民
が
市
民
権
を
獲
得
す
る
際
に
義
務
づ
け
ら

れ
た
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
・
テ
ス
ト
と
長
期
定
住
や
永
住
権
を
得
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
制
の
導
入
に
顕
著
に
み
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
多
文
化
主
義
政
策
は
福
祉
的
な
意

味
合
い
を
弱
め
、
競
争
原
理
に
も
と
づ
く
「
選
別
」
と
「
管
理
」
を
軸
と
す
る
経
済
多
文
化
主
義
へ
と
変
貌
を
遂
げ
る
（
関
根
２
０
１
０
）。

確
か
に
、
移
民
の
何
人
か
は
白
人
と
同
等
も
し
く
は
そ
れ
以
上
の
学
歴
と
資
本
を
獲
得
し
、
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
に
な
る
こ
と
で
、
こ
の
多
文
化
社
会
に
同
化
し
適
応
す
る
。

こ
の
た
め
多
文
化
主
義
は
同
化
主
義
と
等
し
く
白
人
の
価
値
基
準
を
絶
対
と
し
、
そ
れ
を
獲
得
で
き
な
い
移
民
は
取
り
残
さ
れ
て
い
く
（C

u
rth

oys 2000；
塩
原

2011

）。
し
か
し
、
人
び
と
の
日
常
は
な
お
も
「
多
文
化
な
状
況
」
に
お
か
れ
て
い
る
（
関
根
２
０
１
０
）。
こ
う
し
た
状
況
下
で
、
先
住
民
は
先
住
民
政
策
と
多
文
化
主

義
政
策
の
あ
い
だ
で
生
み
出
さ
れ
て
い
る
「
多
文
化
な
状
況
」
と
ど
う
向
き
合
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

実
際
の
と
こ
ろ
多
文
化
主
義
は
、
国
内
の
先
住
民
政
策
に
も
大
き
く
影
響
さ
れ
る
。
先
住
民
に
対
し
て
は
、
１
９
７
０
年
代
と
１
９
９
０
年
代
に
土
地
の
権
利
に
関
わ
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る
法
律
が
制
定
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
先
住
民
に
土
地
が
返
還
さ
れ
、
ま
た
土
地
管
理
の
た
め
の
交
渉
権
が
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
特
別
措
置
に
対
し
て
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

社
会
か
ら
の
反
発
が
生
ま
れ
た
。
さ
ら
に
、
２
０
０
７
年
か
ら
、
先
住
民
に
返
還
さ
れ
た
土
地
に
居
住
す
る
集
団
内
部
の
暴
力
が
議
論
さ
れ
始
め
る
。
こ
れ
に
よ
り
先
住

民
集
団
の
土
地
所
有
権
を
政
府
が
「
管
理
」
し
、
そ
こ
に
設
置
さ
れ
た
先
住
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
「
秩
序
」
を
「
正
す
」
た
め
の
政
策
が
と
ら
れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
な
か
で
、
先
住
民
と
多
文
化
主
義
の
テ
ー
マ
を
扱
っ
た
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
次
の
よ
う
な
立
場
に
大
別
で
き
る
。
第
1
は
、
先
住
民
は
自
分
た
ち
の
文
化
を

多
文
化
の
ひ
と
つ
と
見
な
す
こ
と
が
、
彼
／
彼
女
ら
が
被
っ
た
植
民
地
の
歴
史
否
定
に
つ
な
が
る
と
し
て
、
多
文
化
主
義
に
抵
抗
す
る
。
そ
の
た
め
に
先
住
民
政
策
と
多

文
化
主
義
政
策
の
双
方
が
相
容
れ
な
い
と
す
る
立
場
で
あ
る
（C

u
rth

oys 2000

）。
第
2
は
、
多
文
化
主
義
の
政
策
と
先
住
民
政
策
が
相
互
に
影
響
し
あ
い
、
そ
の
こ
と

が
白
人
の
価
値
を
よ
り
強
固
に
す
る
と
い
う
立
場
で
あ
る
（K

ow
all 2008; P

ovin
elli 2002

）。
第
3
は
、
そ
の
白
人
の
価
値
に
よ
り
移
民
の
統
合
を
進
め
る
多
文
化
主

義
は
、
先
住
民
の
存
在
や
歴
史
を
承
認
す
る
こ
と
で
、
ホ
ス
ト
と
し
て
の
立
場
で
あ
る
白
人
の
地
位
を
揺
る
が
し
、
移
民
と
先
住
民
と
の
連
帯
の
可
能
性
を
生
み
だ
す
と

す
る
立
場
で
あ
る
（H

age 2003; M
orris-S

u
zu

ki 2002; 塩
原

 2010

）。

最
初
の
2
つ
は
政
治
的
な
テ
ー
マ
に
注
目
し
多
文
化
主
義
を
論
じ
た
も
の
で
あ
り
、
最
後
の
そ
れ
は
、
多
文
化
主
義
を
観
念
的
な
文
脈
で
と
ら
え
た
議
論
で
あ
る
。
こ

う
し
た
議
論
に
も
と
づ
け
ば
、
こ
の
論
文
で
扱
う
「
多
文
化
な
状
況
」
と
は
、
政
治
的
な
文
脈
と
経
済
的
な
文
脈
、
さ
ら
に
歴
史
的
な
文
脈
に
お
い
て
先
住
民
、
白
人
入

植
者
、
近
年
の
移
民
や
筆
者
を
含
む
研
究
者
の
よ
う
な
新
参
者
が
お
り
な
す
重
層
的
で
複
雑
な
関
係
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

3
）
調
査
方
法
と
調
査
者
と
し
て
の
立
場

筆
者
は
２
０
０
６
年
か
ら
２
０
０
９
年
ま
で
次
節
で
詳
述
す
る
調
査
対
象
地
マ
レ
ー
・
ゴ
ー
ル
バ
ー
ン
地
域
に
て
中
・
長
期
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
し
た
。
こ

の
地
域
を
中
心
に
暮
ら
す
先
住
民
集
団
の
一
つ
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
は
外
部
の
研
究
者
に
対
し
て
警
戒
心
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
、
個
人
史
や
家
族
史
の
研
究
に
関
し
て
公

開
す
る
こ
と
に
対
す
る
制
約
が
課
せ
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
個
人
は
、
代
表
機
関
と
個
人
の
同
意
を
得
て
個
人
史
に
関
す
る
聞
き
取
り
を
し
て
は
い
る
も
の

の
、
名
前
は
仮
名
に
し
た
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
4
人
の
個
人
史
は
、
２
０
０
７
年
7
月
、
２
０
０
８
年
2
月
、
3
月
に
そ
れ
ぞ
れ
お
こ
な
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
っ
て

い
る
。
時
間
は
54
分
か
ら
2
時
間
10
分
で
あ
っ
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
は
じ
め
に
彼
／
彼
女
ら
か
ら
頻
繁
に
問
わ
れ
た
の
は
「
さ
て
、
何
を
語
ろ
う
か
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
調
査
者
で
あ
る
筆
者
が
何
を

知
り
た
い
か
を
間
接
的
に
問
う
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
筆
者
は
、
次
の
よ
う
に
応
答
し
た
。
す
な
わ
ち
、
筆
者
が
彼
／
彼
女
ら
の
個
人
史
に
注
目
す
る
の
は
、

（
2
）
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個
人
の
語
り
に
注
目
す
る
こ
と
で
南
東
部
先
住
民
の
日
常
生
活
に
お
け
る
先
住
民
社
会
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
と
の
間
で
繰
り
返
し
お
こ
る
相
互
作
用
を
あ
き
ら
か
に

で
き
る
か
ら
で
あ
る
と
。
こ
の
相
互
作
用
に
は
筆
者
と
彼
／
彼
女
ら
と
の
関
係
が
含
ま
れ
て
お
り
、
従
っ
て
筆
者
の
調
査
者
と
し
て
と
り
得
る
立
場
と
は
、
こ
う
し
た
相

互
作
用
の
一
つ
と
し
て
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
の
人
び
と
と
対
話
を
続
け
る
こ
と
で
あ
る
。

4
）
調
査
対
象
地
域

ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
に
と
っ
て
の
本
来
の
土
地
と
は
現
在
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
と
ニ
ュ
ウ
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
に
ま
た
が
る
バ
ル
マ
国
立
公
園
と
マ
レ
ー
・
バ
リ
ー
国

立
公
園
を
含
ん
だ
マ
レ
ー
・
ゴ
ー
ル
バ
ー
ン
地
域
で
あ
る
。
今
日
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
の
多
く
は
、
こ
れ
ら
両
国
立
公
園
を
流
れ
る
マ
レ
ー
河
と
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
側
に
流

れ
注
ぐ
ゴ
ー
ル
バ
ー
ン
河
流
域
の
地
方
町
を
中
心
に
居
住
し
て
い
る
。
本
地
域
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
の
な
か
で
も
第
一
次
産
業
が
そ
の
中
心
を
占
め
る
マ
レ
ー
・
ダ
ー
リ

ン
グ
河
水
系
の
南
端
に
位
置
し
、
乾
燥
し
た
大
地
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
違
い
、
肥
沃
な
土
地
で
農
耕
が
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
従
事
す
る
人
々
の

多
く
は
、
１
８
４
０
年
代
か
ら
こ
の
地
に
入
植
し
た
ア
ン
グ
ロ
・
ケ
ル
ト
系
移
民
の
子
孫
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
こ
の
地
域
で
は
、
大
陸
南
東
部
に
共
通
す
る
優
勢
な
白

人
人
口
の
中
に
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
が
混
住
す
る
と
い
う
状
況
が
今
日
ま
で
存
続
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
社
会
は
「
白
人
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
（松

山
2006; 

R
ow

ley 1971: 447

）。１
．
植
民
の
経
験

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
植
民
で
狩
猟
採
集
民
で
あ
っ
た
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
は
自
然
か
ら
隔
離
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
彼
／
彼
女
ら
は
、
当
時
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
植
民
地
政
府

ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
保
護
局
が
運
営
し
た
コ
ラ
ン
ダ
ー
ク
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
、
キ
リ
ス
ト
教
会
メ
ソ
ジ
ス
ト
派
の
宣
教
師
が
運
営
し
た
マ
ロ
ガ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
あ
る
い
は

ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
民
地
政
府
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ー
ズ
福
祉
局
と
警
察
が
管
轄
し
た
ク
メ
ラ
グ
ン
ジ
ャ
・
リ
ザ
ー
ブ
の
い
ず
れ
か
に
強
制
移
住
さ
せ
ら
れ
た
か
ら
で

あ
る
（B
arw

ick 1976: 11-68

）。
自
然
か
ら
も
、
外
部
の
社
会
か
ら
も
隔
離
さ
れ
た
そ
こ
で
の
生
活
は
、
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
の
日
常
は
も
と
よ
り
、
伝
統
的
親
族
構
成
や

固
有
の
言
語
の
多
く
を
喪
失
し
、
こ
の
こ
と
が
土
地
を
め
ぐ
る
伝
統
的
な
知
識
の
継
承
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
（A

tkin
son

 1981

）。
と
り
わ
け
、
こ
れ
ら
保
護
施
設

の
閉
鎖
と
再
建
に
よ
る
移
動
の
中
で
、
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
を
は
じ
め
と
す
る
南
東
部
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
集
団
は
、
他
集
団
と
の
通
婚
を
通
し
、
州
内
、
ま
た
は
州
を
越
え
た
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親
族
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
。
こ
の
た
め
土
地
を
継
承
す
る
父
系
ク
ラ
ン
の
よ
う
な
サ
ブ
集
団
を
保
持
で
き
ず
、
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
の
よ
う
に
言
語
集
団
や
家
族
集

団
が
政
治
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
し
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（W

eir an
d R

oss 2007

：185-201

）。 
そ
う
し
た
な
か
リ
ザ
ー
ブ
内
の
統
制
は
よ
り
厳
し
く
な
り
、
イ
ン
フ
ラ
や
衛
生
状
況
も
悪
化
し
、
こ
れ
に
対
す
る
改
善
を
講
じ
な
い
監
視
官
の
管
理
体
制
に
抵
抗
し
た

ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
は
、
ク
メ
ラ
グ
ン
ジ
ャ
・
リ
ザ
ー
ブ
か
ら
の
ウ
ォ
ー
ク
・
オ
フ
（
脱
出
）
を
試
み
る
（A

tkin
son

 2008

）。
そ
の
後
は
ゴ
ー
ル
バ
ー
ン
河
の
縁
辺
に
居

住
し
、
そ
こ
は
、
リ
バ
ー
サ
イ
ド
・
フ
ラ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
た
。
こ
の
フ
ラ
ッ
ト
か
ら
シ
ェ
パ
ト
ン
や
ム
ル
ー
プ
ナ
、
エ
チ
ュ
ー
カ
の
街
区
へ
の
移
動
と
居
住
が
ヨ
ル
タ
・

ヨ
ル
タ
に
お
け
る
次
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
た
（A

tkin
son

 1981

）。
こ
の
フ
ラ
ッ
ト
に
住
ん
だ
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
は
、
警
察
に
よ
る
子
ど
も
の
強
制
ひ
き
離
し
を
経
験

す
る
。
Ｒ
．
ブ
ル
ー
ム
に
よ
る
と
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
の
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
福
祉
局
は
、
１
９
４
４
年
と
48
年
そ
し
て
56
年
に
そ
れ
ぞ
れ
2
人
、
3
人
、
34
人
の
子
ど
も
を

親
元
か
ら
引
き
離
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
（B

room
e 2005: 266

）。
１
９
５
８
年
に
な
る
と
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
福
祉
局
は
ム
ル
ー
プ
ナ
駅
の
裏
手
に
あ
る
5
エ
ー
カ
ー

の
敷
地
に
、
寝
室
や
台
所
の
ち
に
浴
槽
が
増
設
さ
れ
た
10
棟
の
ル
ン
バ
ラ
ラ
（R

u
m

balara

）
居
住
区
を
開
設
し
た
。
フ
ラ
ッ
ト
に
住
む
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
を
収
容
す
る

た
め
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
の
暮
ら
し
は
改
善
さ
れ
た
か
に
み
え
た
が
、
そ
こ
で
の
生
活
は
福
祉
局
と
警
察
の
厳
し
い
監
視
下
に
お
か
れ
た
た
め
、

リ
バ
ー
サ
イ
ド
・
フ
ラ
ッ
ト
に
戻
る
家
族
も
少
な
く
な
か
っ
た （L

ois 2008

）。

こ
れ
か
ら
扱
う
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
の
個
人
は
こ
う
い
っ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
リ
ザ
ー
ブ
で
生
ま
れ
育
っ
た
祖
父
母
や
両
親
を
持
つ
4
人
で
、
そ
の
内
の
2
人
は
リ
バ
ー
サ

イ
ド
・
フ
ラ
ッ
ト
に
て
幼
少
期
を
お
く
っ
て
い
る
。
先
ず
は
、
個
人
史
に
つ
い
て
報
告
す
る
ま
え
に
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
に
つ
い
て
、
彼
／
彼
女
ら
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た

組
織
の
役
割
に
注
目
し
、
そ
れ
ら
組
織
が
展
開
し
た
運
動
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

２
．
南
東
部
の
先
住
民
集
団
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ

２
０
０
６
年
の
国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
先
住
民
人
口
は
約
42
万
人
、
全
人
口
の
2.3
％
を
占
め
る
。
調
査
地
を
含
む
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
の
先
住
民
人
口

は
対
州
総
人
口
に
比
べ
0.6
％
と
少
な
い
も
の
の
、
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
が
居
住
す
る
地
方
町
で
は
、
そ
の
割
合
は
エ
チ
ュ
ー
カ
が
3.1
％
、
シ
ェ
パ
ト
ン
が
4.5
％
、
バ
ル
マ
で

は
20
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
に
達
す
る
。
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
研
究
者
に
よ
れ
ば
彼
／
彼
女
ら
の
総
人
口
は
、
マ
レ
ー
河
と
ゴ
ー
ル
バ
ー
ン
河
流
域
の
地
方
町
を
含
め
る
と
、

６
，０
０
０
人
前
後
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（A

tkin
son

 2005: 9

）。
し
か
し
、
そ
の
全
て
が
必
ず
し
も
積
極
的
に
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
わ
け
で
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は
な
い
。
た
と
え
ば
、
彼
／
彼
女
ら
が
お
こ
し
た
先
住
権
原
承
認
訴
訟
で
は
約
４
，５
０
０
人
の
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
が
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
で
あ
る
と
名
乗
り
を
あ
げ
る
も
の
の
、

ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
出
自
を
有
し
原
告
と
し
て
認
め
ら
れ
た
の
は
16
家
族
集
団
の
２
７
８
人
に
と
ど
ま
る
。
ま
た
代
表
機
関
で
あ
る
「
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
・
ネ
イ
シ
ョ
ン
・

ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
法
人
」
の
加
入
者
も
２
０
０
９
年
の
時
点
で
３
０
８
人
に
す
ぎ
な
い
。

本
稿
で
は
、
６
，０
０
０
人
や
「
先
住
権
原
」
承
認
訴
訟
で
名
乗
り
を
あ
げ
た
４
，５
０
０
人
を
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
の
実
数
と
し
な
い
。
む
し
ろ
「
先
住
権
原
」
承
認
訴

訟
で
裁
判
所
が
承
認
し
た
２
７
８
人
や
「
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
・
ネ
イ
シ
ョ
ン
・
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
法
人
」
に
加
盟
す
る
３
０
８
人
と
い
う
数
が
、
出
自
の
明
確
な
ヨ
ル
タ
・

ヨ
ル
タ
の
実
数
に
近
い
と
い
え
る
。
そ
れ
は
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
側
に
た
っ
て
裁
判
を
担
当
し
た
人
類
学
者
と
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
と
の
共
同
調
査
に
も
と
づ
い
て
承
認
さ
れ

た
か
ら
で
あ
る
（H

agen
 2001: 216-227

）。

1
）
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
運
営
組
織
の
形
成
と
そ
の
役
割

①　

ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
・
ト
ラ
イ
バ
ル
・
カ
ウ
ン
シ
ル

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
Ｊ
．
ケ
イ
ン
労
働
党
政
権
は
、
１
９
８
３
年
に
「
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
土
地
訴
訟
」
法
案
を
議
会
に
提
出
す
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
自
由
党
・
国
民
党
が

多
数
を
占
め
る
上
院
の
反
対
に
よ
っ
て
否
決
さ
れ
た
。
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
で
は
、
同
じ
年
に
「
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
土
地
権
法
」
が
制
定
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
政

治
情
勢
の
な
か
で
、
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
は
土
地
と
水
域
な
ら
び
に
文
化
遺
産
と
、
土
地
の
略
奪
に
対
す
る
補
償
を
含
め
た
土
地
問
題
を
扱
う
「
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
・
ト
ラ

イ
バ
ル
・
カ
ウ
ン
シ
ル
」
を
設
置
す
る
。
こ
う
し
て
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
の
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
は
、「
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
・
ト
ラ
イ
バ
ル
・
カ
ウ
ン
シ
ル
」
が
中
心
と
な
っ
て

土
地
に
か
か
わ
る
正
義
の
回
復
に
た
ち
む
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
す
で
に
「
土
地
権
法
」
を
獲
得
し
た
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
の
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
は
「
ヨ

ル
タ
・
ヨ
ル
タ
・
ラ
ン
ド
・
カ
ウ
ン
シ
ル
」
が
運
動
の
主
体
と
な
っ
た
。

②　

ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
・
マ
レ
ー
・
ゴ
ー
ル
バ
ー
ン
河
ク
ラ
ン
法
人

１
９
８
９
年
に
な
る
と
「
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
・
ト
ラ
イ
バ
ル
・
カ
ウ
ン
シ
ル
」
は
そ
の
活
動
の
範
囲
を
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
を
含
む
彼
／
彼
女
ら
の
本
来

の
領
域
に
拡
大
し
、
名
称
を
「
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
・
マ
レ
ー
・
ゴ
ー
ル
バ
ー
ン
河
ク
ラ
ン
法
人
」
に
変
更
し
た
。
こ
の
「
ク
ラ
ン
法
人
」
の
活
動
の
な
か
で
、
ヨ
ル
タ
・

ヨ
ル
タ
は
１
９
９
４
年
に
先
住
権
原
承
認
の
た
め
の
訴
訟
を
起
こ
す
。
こ
の
裁
判
で
原
告
に
あ
た
る
先
住
権
原
保
持
者
と
さ
れ
た
の
は
、
１
８
５
０
年
代
に
2
人
の
白
人
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男
性
、
ク
ー
パ
ー
と
ア
ト
キ
ン
ソ
ン
と
の
間
に
8
人
の
子
ど
も
を
出
産
し
た
、
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
の
女
性
キ
テ
ィ
と
そ
の
子
ど
も
た
ち
、
な
ら
び
に
こ
の
ほ
か
の
8
人
の

子
孫
に
あ
た
る
16
家
族
集
団
で
あ
っ
た
。

③　

ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
・
ネ
イ
シ
ョ
ン
・
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
法
人　

こ
の
訴
訟
を
継
続
す
る
な
か
で
、「
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
・
マ
レ
ー
・
ゴ
ー
ル
バ
ー
ン
河
ク
ラ
ン
法
人
」
は
、「
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
・
ネ
イ
シ
ョ
ン
・
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
法
人
」

に
再
編
成
さ
れ
る
。
こ
の
法
人
は
「
組
織
法
１
９
７
６
」
に
も
と
づ
く
も
の
で
、 （
1
）
健
康
と
福
祉
の
向
上
、（
2
）
貧
困
か
ら
の
脱
却
と
病
か
ら
の
回
復
、（
3
）
エ
ル
ダ
ー

た
ち
の
世
話
、（
4
）
将
来
重
要
と
な
る
文
化
の
再
生
を
見
込
ん
だ
教
育
と
雇
用
の
発
展
の
4
つ
を
主
要
な
目
的
に
か
か
げ
て
い
る 

（Yorta Yorta N
ation

 A
borigin

al 

C
orporation

 2009

）。

土
地
を
め
ぐ
る
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
の
正
義
の
回
復
は
、
こ
う
し
た
生
活
レ
ベ
ル
の
改
善
や
文
化
価
値
の
再
創
造
と
い
う
行
為
と
不
可
分
な
結
び
つ
き
を
も
っ
て
展
開
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
２
０
０
９
年
ま
で
の
「
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
・
ネ
イ
シ
ョ
ン
・
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
法
人
」
の
規
約
に
、
8
ク
ラ
ン
と
16
家
族
集
団
の
名
前
が

特
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。
と
り
わ
け
こ
の
16
家
族
集
団
は
、
先
住
権
原
法
の
原
告
を
構
成
し
た
。

筆
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
れ
ば
、
8
ク
ラ
ン
の
な
か
で
ウ
ィ
リ
チ
カ
と
ウ
ル
プ
ナ
そ
し
て
バ
ン
ガ
ロ
ン
の
3
ク
ラ
ン
に
帰
属
す
る
人
び
と
は
い
た
も
の
の
、
ク
ラ
ン

名
を
積
極
的
に
名
乗
る
人
は
バ
ン
ガ
ロ
ン
の
構
成
員
に
限
ら
れ
て
い
た
。
ウ
ィ
リ
チ
カ
と
ウ
ル
プ
ナ
は
、
そ
の
ク
ラ
ン
よ
り
も
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し

た
。
こ
の
3
ク
ラ
ン
に
属
す
る
人
が
積
極
的
に
自
ら
の
ク
ラ
ン
を
主
張
で
き
る
の
は
、
１
９
９
４
年
の
先
住
権
原
承
認
の
た
め
の
訴
訟
時
に
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
出
自
を
有
す

る
原
告
と
し
て
認
め
ら
れ
た
16
家
族
集
団
に
属
す
る
か
ら
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
「
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
・
ネ
イ
シ
ョ
ン
・
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
法
人
」
の
構
成
員
は
、
16
家
族
集
団
の
系
譜
に
つ
な
が
る
人
、
も
し
く
は
ウ
ィ
リ
チ
カ
と
ウ

ル
プ
ナ
、
ま
た
バ
ン
ガ
ロ
ン
の
3
ク
ラ
ン
い
ず
れ
か
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
そ
の
数
は
２
０
０
９
年
の
時
点
で
３
０
８
人
で
あ
っ
た
。
２
０
０
９
年
に
は
法

人
の
規
約
改
正
が
お
こ
な
わ
れ
、
構
成
員
の
要
件
に
は
8
ク
ラ
ン
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
こ
と
よ
り
も
16
家
族
集
団
の
系
譜
に
つ
な
が
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
た
め
規
約
か
ら
8
ク
ラ
ン
の
名
称
が
削
除
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
家
族
集
団
の
な
か
で
そ
の
子
孫
が
定
か
で
な
い
の
は
4
つ
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
こ
に
は
5
ク
ラ
ン
や

4
家
族
集
団
の
よ
う
に
系
譜
が
定
か
で
な
く
実
数
も
不
明
な
が
ら
運
動
に
は
か
か
わ
ら
な
い
「
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
」
が
多
く
存
在
す
る
。

法
人
の
重
要
な
事
項
の
決
定
は
毎
年
の
定
例
会
の
ほ
か
、
16
人
の
長
老
理
事
会
が
お
こ
な
う
。
こ
れ
は
16
家
族
集
団
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
3
年
に
1
度
の
選
挙
で
、
各

（
3
）
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集
団
か
ら
選
出
さ
れ
た
1
人
の
理
事
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
し
か
し
、
さ
き
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
4
つ
の
家
族
集
団
の
子
孫
が
判
明
し
て
い
な
い
た
め
、
実
際
は
12
家
族

の
代
表
を
中
心
に
法
人
の
運
営
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
も
こ
の
報
告
で
は
、
16
家
族
集
団
の
ひ
と
つ
、
エ
イ
ダ
・
ク
ー
パ
ー
家
族
集
団
に
注
目
す
る
。
そ

の
理
由
は
、
こ
の
家
族
集
団
が
１
８
８
０
年
代
に
イ
ン
ド
領
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
諸
島
か
ら
移
住
し
た
男
性
ジ
ェ
ー
ム
ズ
を
先
祖
の
一
人
に
も
ち
、
他
の
家
族
集
団
に
さ
き
が

け
て
異
文
化
と
接
触
し
、
そ
の
対
応
に
迫
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

3
．
エ
イ
ダ
・
ク
ー
パ
ー
家
族
集
団
の
個
人
史 

エ
イ
ダ
は
１
８
７
０
年
に
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
女
性
キ
テ
ィ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
男
性
ク
ー
パ
ー
の
間
に
次
女
と
し
て
生
ま
れ
る
。
そ
し
て
１
８
８
５
年
、
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
諸

島
生
ま
れ
で
、
そ
の
起
源
を
イ
ン
ド
南
部
タ
ミ
ル
に
も
ち
、
１
８
７
０
年
後
半
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
わ
た
り
、
メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
医
学
部
に
進
学
し
た
Ｔ
．
ジ
ェ
ー
ム

ズ
と
結
婚
す
る
。
こ
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
は
１
８
８
１
年
ご
ろ
チ
フ
ス
に
か
か
り
そ
の
後
遺
症
と
し
て
腕
の
し
び
れ
が
残
っ
た
た
め
、医
学
部
を
中
退
し
た
。
そ
し
て
、ヨ
ル
タ
・

ヨ
ル
タ
の
多
く
が
当
時
居
住
し
て
い
た
マ
ロ
ガ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
そ
こ
の
オ
ー
ナ
ー
で
あ
っ
た
マ
シ
ュ
ー
の
勧
め
も
あ
り
移
住
す
る
。
そ
こ
で
エ
イ
ダ
と
結
婚
し
た
彼
は
、

一
生
涯
を
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
の
人
び
と
と
も
に
し
た
（G

oodall, G
h

osh
 &

 T
odd 2008

：57-59

）。
彼
ら
の
間
に
は
3
人
の
息
子
と
2
人
の
娘
が
生
ま
れ
、
次
に
注
目

す
る
4
人
は
そ
の
子
ど
も
た
ち
の
孫
や
ひ
孫
に
あ
た
る
。

1
）
ク
レ
イ
ブ
の
個
人
史

ク
レ
イ
ブ
は
、
１
９
４
１
年
に
リ
バ
ー
サ
イ
ド
・
フ
ラ
ッ
ト
で
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
の
両
親
の
も
と
に
生
ま
れ
る
。
彼
の
母
方
の
祖
母
は
エ
イ
ダ
と
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
間
の

次
女
プ
レ
セ
ラ
で
あ
っ
た
。
ま
た
父
方
の
祖
父
は
ジ
ャ
ジ
ャ
・
ロ
ン
集
団
で
あ
っ
た
。

ク
レ
イ
ブ
は
6
歳
の
時
に
リ
バ
ー
サ
イ
ド
・
フ
ラ
ッ
ト
か
ら
エ
チ
ュ
ー
カ
に
あ
る
母
の
両
親
の
家
に
移
る
。
そ
れ
は
当
時
の
エ
チ
ュ
ー
カ
に
高
度
な
教
育
が
受
け
ら
れ

る
環
境
が
あ
り
、
母
親
が
彼
に
そ
の
教
育
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
を
望
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
彼
の
父
が
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
で
、
そ
の
た
め
両
親
の
仲
が
悪
化
し
た

か
ら
で
あ
る
。
ク
レ
イ
ブ
は
父
の
思
い
出
を
次
の
よ
う
に
語
る
。
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「
父
か
ら
は
泳
ぎ
方
や
釣
の
仕
方
を
学
び
ま
し
た
。
彼
は
有
能
な
木
こ
り
で
あ
り
、
腕
利
き
な
シ
ア
ラ
ー
（
羊
毛
刈
り
職
人
）
だ
っ
た
の
で
、
町
の
人
び
と
か
ら
尊

敬
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
も
い
ま
し
た
。
リ
バ
ー
サ
イ
ド
・
フ
ラ
ッ
ト
で
の
生
活
は
苦
し
か
っ
た
で
す
が
、
父
が
工
場
で
働
い
て
か
ら
土
地

を
購
入
す
る
と
、少
し
ず
つ
生
活
が
安
定
し
ま
し
た
。
し
か
し
、こ
の
生
活
は
長
く
続
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
理
由
に
父
の
ア
ル
コ
ー
ル
癖
の
悪
さ
が
あ
り
ま
し
た
。

彼
は
ア
ル
コ
ー
ル
が
入
る
と
人
格
が
変
り
、そ
れ
は
私
が
成
人
し
た
後
で
も
続
き
ま
し
た
。
晩
年
の
父
は
、母
を
猟
銃
で
撃
ち
、死
の
寸
前
ま
で
追
い
込
ん
だ
の
で
す
。

そ
れ
以
降
、
母
は
車
椅
子
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
す
」（
場
所
：
エ
チ
ュ
ー
カ
の
職
場
、
日
時
：
２
０
０
８
年
3
月
27
日
、
13
時
00
分

14
時
46
分
）。

ク
レ
イ
ブ
の
母
は
父
と
別
居
を
し
た
後
、
エ
チ
ュ
ー
カ
の
病
院
で
調
理
師
を
し
て
7
人
の
子
ど
も
た
ち
を
育
て
上
げ
た
。
し
か
し
、
ク
レ
イ
ブ
は
こ
の
よ
う
に
父
が
ア

ル
コ
ー
ル
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
原
因
を
、
職
場
や
日
常
生
活
に
起
き
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
か
ら
の
父
に
対
す
る
差
別
的
な
対
応
に
も
と
め
て
も
い
る
。

エ
チ
ュ
ー
カ
に
移
っ
た
ク
レ
イ
ブ
は
工
業
高
校
に
あ
た
る
テ
ク
ニ
カ
ル
・
ス
ク
ー
ル
に
進
学
し
、
そ
こ
で
教
師
に
芸
術
の
才
能
を
認
め
ら
れ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会

の
教
育
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、
そ
の
才
能
を
開
花
さ
せ
た
。
高
校
卒
業
後
、
メ
ル
ボ
ル
ン
市
内
の
デ
パ
ー
ト
で
チ
ケ
ッ
ト
・
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
、
そ
の
後
エ
チ
ュ
ー
カ
の

地
方
新
聞
で
イ
ラ
ス
ト
・
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
働
く
と
、
20
代
半
ば
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
カ
ナ
ダ
へ
渡
る
。
殊
に
カ
ナ
ダ
で
は
タ
イ
ム
ズ
紙
の
子
会
社
で
働
く
傍
ら
大
学
に
通

い
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
学
位
を
取
得
し
専
門
知
識
を
獲
得
し
た
。
そ
し
て
、
１
９
７
２
年
、
大
学
を
修
了
し
た
ク
レ
イ
ブ
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
帰
国
し
て
、

メ
ル
ボ
ル
ン
郊
外
の
広
告
会
社
で
働
い
た
。
そ
の
後
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
デ
ザ
イ
ン
の
会
社
を
2
度
た
ち
あ
げ
、
１
９
９
５
年
、
最
後
に
起
業
し
た
ク
レ
イ
ブ
・
ア
ト
キ

ン
ソ
ン
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
会
社
を
エ
チ
ュ
ー
カ
に
移
し
、
現
在
は
生
ま
れ
故
郷
で
新
し
い
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
と
、
彼
女
と
の
間
に
生
ま
れ
た
息
子
と
暮
ら

し
て
い
る
。
ク
レ
イ
ブ
は
、
メ
ル
ボ
ル
ン
で
の
仕
事
と
、
そ
こ
で
の
人
種
差
別
的
な
状
況
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
メ
ル
ボ
ル
ン
で
の
仕
事
は
大
変
忙
し
か
っ
た
で
す
。
そ
の
当
時
、
人
種
差
別
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
既
に
多
文
化
的
な
状
況
が
存
在
し
て
い
た
か
ら
で
す
。
つ

ま
り
移
民
で
あ
っ
て
も
仕
事
が
で
き
れ
ば
何
の
問
題
も
な
か
っ
た
の
で
す
。
先
住
民
の
友
人
は
私
の
職
場
で
働
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
経
験
と
知

識
が
必
要
だ
っ
た
た
め
で
す
。
ま
た
、
現
在
も
顧
客
の
多
く
は
メ
ル
ボ
ル
ン
か
ら
で
す
。
な
ぜ
な
ら
こ
こ
エ
チ
ュ
ー
カ
の
住
民
は
何
で
も
2
ド
ル
で
買
え
る
と
思
っ

て
い
ま
す
か
ら
。
お
金
を
出
し
た
が
ら
な
い
の
で
す
。」（
場
所
：
エ
チ
ュ
ー
カ
の
職
場
、
日
時
：
２
０
０
８
年
3
月
27
日
、
13
時
00
分

14
時
46
分
）。



オーストラリア先住民の個人史にみる「多文化な状況」への対応

415

こ
の
よ
う
な
エ
チ
ュ
ー
カ
の
現
状
を
理
解
し
つ
つ
、
そ
れ
で
も
な
お
彼
は
エ
チ
ュ
ー
カ
の
母
の
故
郷
へ
も
ど
り
、
そ
こ
で
妻
と
息
子
と
暮
ら
す
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
作

成
さ
れ
る
彼
の
作
品
は
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
の
重
要
な
ト
ー
テ
ム
で
あ
る
ロ
ン
グ
・
ネ
ッ
ク
・
タ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
彼
ら
の
ド
リ
ー
ミ
ン
グ
に
で
て
く
る
創
造
主
バ
イ
ア
ミ

と
虹
蛇
で
あ
る
。

2
）
ウ
ェ
イ
ン
の
個
人
史

現
在
メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
政
治
学
部
に
て
教
壇
に
た
ち
、「
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
・
ネ
イ
シ
ョ
ン
・
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
法
人
」
の
理
事
の
ひ
と
り
で
も
あ
る
ウ
ェ
イ
ン
は
、
ク
レ

イ
ブ
の
弟
で
１
９
４
３
年
に
リ
バ
ー
サ
イ
ド
・
フ
ラ
ッ
ト
で
生
ま
れ
た
。
彼
は
、
エ
チ
ュ
ー
カ
に
移
っ
た
後
、
兄
が
芸
術
の
才
能
を
認
め
ら
れ
高
校
で
の
勉
学
に
励
ん
で

い
た
さ
な
か
、
貧
し
い
家
計
を
助
け
る
必
要
が
あ
り
13
歳
か
ら
エ
チ
ュ
ー
カ
の
精
米
工
場
で
5
年
、
ト
マ
ト
や
野
菜
の
卸
売
業
者
の
荷
物
運
び
と
し
て
3
年
、
ミ
キ
サ
ー

車
の
運
転
手
と
し
て
10
年
ほ
ど
働
い
た
。
そ
し
て
１
９
７
０
年
代
か
ら
先
住
民
へ
の
教
育
制
度
や
社
会
福
祉
制
度
が
制
定
さ
れ
始
め
、
１
９
７
５
年
に
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
州
の
専
門
学
校
に
設
置
さ
れ
た
先
住
民
リ
ー
ダ
ー
養
成
コ
ー
ス
に
入
学
し
た
。
そ
の
時
の
思
い
を
ウ
ェ
イ
ン
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
こ
れ
ま
で
教
わ
っ
た
歴
史
は
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ク
ッ
ク
か
ら
は
じ
ま
る
も
の
ば
か
り
で
し
た
。
つ
ま
り
、
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
に
関
す
る
授
業
は
全
く
な
か
っ
た
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
専
門
学
校
に
入
っ
て
か
ら
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
に
関
す
る
本
を
む
さ
ぼ
り
読
み
ま
し
た
。
学
ぶ
こ
と
に
飢
え
て
い
た
の
で
す
」（
場
所
：
モ
ア
マ
・
キ
ャ
ラ
バ

ン
・
パ
ー
ク
、
日
時
：
２
０
０
８
年
3
月
12
日
、
21
時
00
分

22
時
00
分
）。

2
年
後
に
そ
こ
を
卒
業
し
た
彼
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
に
あ
る
大
学
を
中
心
に
先
住
民
問
題
に
関
す
る
専
門
調
査
員
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
１
９
９
２
年
に
ラ
・
ト
ロ
ー

ブ
大
学
に
入
学
し
、
２
０
０
０
年
に
当
大
学
か
ら
博
士
の
学
位
を
取
得
し
た
。
こ
の
大
学
在
籍
中
に
彼
は
、
先
住
権
原
訴
訟
を
組
織
し
、
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
頭
角
を
あ
ら
わ
し
て
い
く
。

と
り
わ
け
、
博
士
号
の
学
位
が
授
与
さ
れ
た
こ
と
を
ウ
ェ
イ
ン
は
「
大
祖
父
Ｔ
．
ジ
ェ
ー
ム
ズ
、
大
叔
父
の
Ｗ
．
ク
ー
パ
ー
、
叔
父
の
Ｓ
．
ジ
ェ
ー
ム
ズ
、
そ
し
て
私

の
祖
父
母
や
両
親
の
言
葉
に
励
ま
さ
れ
、
こ
の
偉
業
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
語
る
（
場
所
：
モ
ア
マ
・
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
パ
ー
ク
、
日
時
：
２
０
０
８
年
３
月
12
日
、

21
時
00
分

22
時
00
分
）。
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3
）
ナ
ダ
ル
の
個
人
史

ナ
ダ
ル
は
、
現
在
シ
ェ
パ
ト
ン
地
方
町
で
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
政
府
か
ら
河
川
流
域
の
調
査
を
委
託
さ
れ
た
「
ゴ
ー
ル
バ
ー
ン
流
域
環
境
問
題
研
究
所
」
に
先
住
民
専
門

調
査
員
と
し
て
雇
わ
れ
、
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
の
生
態
系
に
関
す
る
知
識
を
調
査
す
る
傍
ら
、「
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
・
ネ
イ
シ
ョ
ン
・
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
法
人
」
で
最
高
責
任
者

と
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
と
の
交
渉
に
務
め
て
い
る
。
彼
は
１
９
６
０
年
に
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
と
ワ
ン
バ
・
ワ
ン
バ
の
両
親
の
も
と
に
生
ま
れ
た
。
彼
の
父
方
の
大

祖
父
は
16
家
族
の
ア
ト
キ
ン
ソ
ン
家
族
集
団
に
属
し
、
母
方
の
大
祖
母
が
エ
イ
ダ
と
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
次
女
で
ウ
ェ
イ
ン
と
ク
ラ
イ
ブ
の
母
方
の
祖
母
で
も
あ
る
プ
レ
セ
ラ

で
あ
る
。
彼
の
生
家
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
ハ
ウ
家
族
の
ト
マ
ト
農
家
の
敷
地
内
で
あ
っ
た
。

「
ハ
ウ
家
族
と
は
１
９
５
０
年
代
か
ら
良
い
関
係
を
築
い
て
き
ま
し
た
。
１
９
５
９
年
に
州
政
府
は
ル
ン
バ
ラ
ラ
に
住
宅
を
建
て
ま
し
た
。
し
か
し
、
多
く
の
家
族

は
そ
こ
が
ク
メ
ラ
と
同
じ
く
警
察
や
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
監
視
さ
れ
る
と
考
え
、
リ
バ
ー
サ
イ
ド
・
フ
ラ
ッ
ト
を
出
る
家
族
は
少
な
か
っ
た
の
で
す
。
問
題
は
、
次
の

ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、ど
の
よ
う
に
し
て
地
方
町
シ
ェ
パ
ト
ン
や
ム
ル
ー
プ
ナ
の
街
区
の
中
心
に
家
を
構
え
る
か
、借
り
て
住
む
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

私
が
6
歳
の
時
、
ム
ル
ー
プ
ナ
の
街
区
の
一
角
に
住
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
Ｄ
．
ハ
ウ
は
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
保
護
局
の
一
員
で
し
た
の
で
、
叔
父
の
Ｄ
．
ニ
コ
ラ
ス

と
と
も
に
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
改
善
し
よ
う
と
働
き
か
け
て
く
れ
ま
し
た
」（
場
所
：
ゴ
ー
ル
バ
ー
ン
流
域
環
境
問
題
研
究
所
、
日
時
：
２
０
０
７
年
9
月
14
日
、

10
時
00
分

11
時
35
分
）。 

ナ
ダ
ル
は
中
学
2
年
生
を
終
了
し
、
メ
ル
ボ
ル
ン
郊
外
に
先
住
民
の
若
者
を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
る
た
め
に
開
設
さ
れ
た
テ
ク
ニ
カ
ル
・
ス
ク
ー
ル
へ
通
い
、
自
動
車
整

備
師
の
免
許
取
得
を
目
指
す
も
の
の
、
そ
れ
は
叶
わ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
家
計
を
支
え
る
た
め
、
父
と
フ
ル
ー
ツ
や
農
作
物
の
収
集
の
た
め
他
州
へ
の
出
稼
ぎ
に
従
事

す
る
。
そ
の
時
の
思
い
出
を
ネ
ビ
ル
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
ま
ず
、
5
月
中
旬
に
出
発
し
て
6
ヶ
月
間
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
で
ト
マ
ト
を
収
穫
し
、
そ
の
後
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
で
約
2
カ
月
間
チ
ェ
リ
ー
を
収
穫
し

ま
し
た
。
そ
し
て
ム
ル
ー
プ
ナ
の
実
家
に
戻
り
ク
リ
ス
マ
ス
休
暇
を
す
ご
し
て
、
翌
年
1
月
か
ら
5
月
ま
で
ム
ル
ー
プ
ナ
で
ア
プ
リ
コ
ッ
ト
を
収
穫
し
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
年
間
の
フ
ル
ー
ツ
や
野
菜
収
穫
の
サ
イ
ク
ル
が
は
じ
ま
る
の
で
す
」（
場
所
：
ゴ
ー
ル
バ
ー
ン
流
域
環
境
問
題
研
究
所
、
日
時
：
２
０
０
７
年
9
月
14
日
、
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10
時
00
分

11
時
35
分
）。

そ
し
て
、
シ
ェ
パ
ト
ン
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
で
パ
ー
ト
を
し
、
そ
の
傍
ら
で
地
域
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
チ
ー
ム
で
プ
レ
イ
し
た
も
の
の
、
プ
ロ

選
手
と
し
て
は
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
な
か
っ
た
。
１
９
８
０
年
代
初
め
に
、先
住
民
の
た
め
に
地
元
の
専
門
学
校
に
開
設
さ
れ
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
」
に
関
す
る
短
期
コ
ー

ス
を
終
了
し
、
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
・
リ
ー
ガ
ル
サ
ー
ビ
ス
で
働
く
。
そ
し
て
１
９
８
９
年
に
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
と
タ
ス
マ
ニ
ア
の
先
住
民
の
拘
留
中
の
変
死
問
題
や
「
盗
ま
れ

た
世
代
」
に
関
す
る
調
査
を
す
る
機
関
で
働
き
、
そ
の
後
は
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
当
事
者
団
体
で
働
く
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
知
識
や
経
験
は
、
ウ
ェ
イ
ン
に
同
じ
く
先
住

民
に
対
す
る
特
別
教
育
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
で
獲
得
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
彼
は
大
学
で
は
学
ば
ず
、
専
門
学
校
を
修
了
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の

知
識
と
経
験
に
加
え
、
ネ
ビ
ル
は
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
集
団
内
部
だ
け
で
な
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
家
族
と
の
間
に
も
強
い
信
頼
関
係
を
結
ん
で
お
り
、
こ
れ
が
現
在
、
彼
が
運

動
を
展
開
す
る
柱
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

4
）
ア
ン
の
個
人
史

１
９
６
９
年
に
ア
ン
は
ベ
ネ
ッ
ラ
地
方
町
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
母
と
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
の
父
の
間
に
長
女
と
し
て
生
ま
れ
た
。
父
方
の
大
祖
父
は
エ
イ
ダ
と
ジ
ェ
ー
ム

ズ
の
次
男
シ
ェ
ド
リ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。

「
当
時
、
移
民
の
子
ど
も
た
ち
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
白
人
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
市
民
プ
ー
ル
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
、
多
く
の
子
ど

も
た
ち
は
近
く
の
川
に
出
か
け
、
そ
こ
で
泳
い
で
い
た
の
で
す
。
そ
こ
に
は
多
く
の
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
の
子
ど
も
た
ち
が
い
て
、
こ
れ
が
移
民
と
先
住
民
が
出
会
う
き
っ

か
け
に
な
り
、
多
く
の
先
住
民
と
移
民
と
の
カ
ッ
プ
ル
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
私
の
母
と
父
の
よ
う
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
の
難
民
と
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
、
さ

ら
に
ギ
リ
シ
ャ
か
ら
の
移
民
と
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
と
の
カ
ッ
プ
ル
で
し
た
」（
場
所
：
バ
ル
マ
森
林
の
モ
ー
ニ
ン
グ
・
グ
ロ
ー
リ
ー
・
コ
テ
ー
ジ
、
日
時
：
２
０
０
８
年

2
月

13
時
33
分
）。

ア
ン
は
父
の
ア
ル
コ
ー
ル
癖
が
原
因
で
両
親
が
離
婚
し
て
か
ら
も
、
父
の
叔
父
や
叔
母
と
の
間
で
良
い
関
係
を
継
続
し
、
さ
ら
に
小
学
校
で
受
け
た
「
盗
ま
れ
た
世
代
」
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に
関
す
る
授
業
を
き
っ
か
け
に
、
自
ら
の
先
住
民
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
自
覚
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
後
、
叔
父
ウ
ェ
イ
ン
が
学
ん
だ
ラ
・
ト
ロ
ー
ブ
大
学

で
シ
ネ
マ
学
を
専
攻
し
学
位
を
取
得
し
た
。
さ
ら
に
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
文
化
芸
術
院
へ
進
学
し
、
舞
台
の
演
出
と
脚
本
の
知
識
を
学
び
、
そ
の
才
能
を
開
花
し
て
い
く
。
こ

れ
は
当
時
の
先
住
民
学
生
に
設
置
さ
れ
た
奨
学
金
制
度A

bstu
dy

に
よ
っ
た
成
果
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
ま
で
に
、
い
く
つ
か
の
舞
台
演
出
と
監
督
を
手
掛
け
、
な
か

で
も
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
先
住
権
原
訴
訟
の
敗
因
を
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
司
法
の
差
別
的
な
対
応
で
あ
る
と
非
難
し
た
舞
台
「
ヤ
ナ
ガ
イ
・
ヤ
ナ
ガ
イ
」
は
彼
女
に
と
っ
て

意
味
深
い
舞
台
で
あ
る
。
そ
ん
な
彼
女
は
、
先
住
民
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
関
す
る
精
神
的
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
そ
の
問
題
点
を
彼
女
は
次
の
よ
う
に
表

現
す
る
。「

私
の
皮
膚
の
色
が
、
他
の
先
住
民
に
比
べ
る
と
黒
く
な
い
こ
と
に
つ
い
て
悩
ん
で
い
ま
す
。
つ
ま
り
受
け
継
い
で
き
た
出
自
や
先
住
民
性
に
対
す
る
恥
じ
ら
い
で

す
。
こ
れ
は
都
市
で
生
活
し
労
働
者
階
級
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
や
移
民
と
の
間
に
生
ま
れ
た
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
の
多
く
が
背
負
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
ま
た
両
親
の

薬
物
依
存
で
家
族
が
崩
壊
し
た
こ
と
も
、
私
の
精
神
不
安
に
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
」（
場
所
：
バ
ル
マ
森
林
の
モ
ー
ニ
ン
グ
・
グ
ロ
ー
リ
ー
・
コ
テ
ー
ジ
、
日
時
：

２
０
０
８
年
2
月
16
日
、
12
時
40
分

13
時
33
分
）。

こ
う
い
っ
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
葛
藤
や
家
族
の
崩
壊
、
薬
物
や
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
の
問
題
は
、
多
く
の
先
住
民
が
直
面
す
る
問
題
で
も
あ
る
。
殊
に
「
先
住
民
性
」

や
そ
の「
真
正
性
」に
た
い
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
か
ら
の
疑
い
の
意
識
は
強
い
。
た
と
え
ば
ウ
ェ
イ
ン
を
は
じ
め
先
住
民
出
自
を
持
つ
リ
ー
ダ
ー
8
人
に
た
い
し
て
、

そ
の
先
住
民
性
を
否
定
す
る
報
道
を
２
０
０
７
年
か
ら
3
年
間
、
全
国
紙
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
を
通
し
て
流
し
た
新
聞
記
者
Ａ
．
ボ
ル
ト
な
ど
は
そ
の
最
た
る
例
で
あ
る
。

彼
が
注
目
し
た
先
住
民
た
ち
は
肌
の
色
が
白
い
と
い
う
特
徴
を
も
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
彼
ら
は
純
粋
な
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
で
は
な
い
と
す
る
優
生
学
的
、
人
種
差
別
的
な

意
識
を
記
事
と
し
て
掲
載
し
、
そ
れ
を
言
論
の
自
由
に
よ
っ
て
正
当
化
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
ウ
ェ
イ
ン
を
含
む
先
住
民
8
人
は
連
邦
裁
判
所
の
法
廷
で
、
ボ
ル

ト
の
表
明
が
１
９
７
５
年
制
定
の
「
人
種
差
別
禁
止
法
」
18
条
Ｃ
（
公
的
な
場
で
の
人
種
、
皮
膚
の
色
、
民
族
的
出
身
を
原
因
と
す
る
攻
撃
的
な
態
度
）
に
違
反
し
て
い

る
こ
と
を
認
め
さ
せ
、
２
０
１
１
年
10
月
に
ボ
ル
ト
は
謝
罪
を
求
め
ら
れ
た
（K

oori M
ail 2011

）。
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4
．
考
察
：
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
の
個
人
史
に
み
る
「
多
文
化
な
状
況
」
へ
の
対
応

4
人
の
個
人
史
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
経
験
す
る
状
況
が
異
な
り
、
そ
れ
は
高
度
な
芸
術
的
才
能
や
高
学
歴
と
い
っ
た
文
化
資
本
の
獲
得
、
白
人
と
の
生
活
、
移
民
と
ヨ
ル
タ
・

ヨ
ル
タ
の
両
親
を
も
ち
、
と
き
に
移
民
と
し
て
、
と
き
に
先
住
民
と
し
て
人
生
を
お
く
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、
ク
レ
イ
ブ
以
外
の
3
人
は
１
９
７
０
年

代
か
ら
展
開
さ
れ
る
先
住
民
へ
の
特
別
教
育
制
度
や
奨
学
金
な
ど
を
活
用
す
る
こ
と
で
そ
の
後
の
人
生
を
大
き
く
転
換
し
て
い
く
。
そ
う
し
た
な
か
、
次
に
こ
の
4
人
が

い
か
に
し
て
そ
う
し
た
「
多
文
化
な
状
況
」
を
資
源
と
し
て
活
用
し
て
き
た
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。 

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
先
住
民
と
多
文
化
主
義
に
関
す
る
近
年
の
議
論
は
3
点
で
あ
っ
た
。
ひ
と
つ
は
、
多
様
性
の
尊
重
を
盾
と
す
る
多
文
化
主
義
は
、
白
人
の
植

民
に
よ
っ
て
被
害
を
被
っ
た
先
住
民
の
歴
史
を
忘
却
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
り
、
そ
れ
に
参
加
す
る
移
民
も
、
白
人
の
そ
う
し
た
企
て
に
結
果
的
に
加
担
す
る
。
こ
の

た
め
、
こ
の
よ
う
な
多
文
化
主
義
政
策
と
先
住
民
政
策
を
同
じ
テ
ー
ブ
ル
で
議
論
す
べ
き
で
な
い
と
す
る
立
場
で
あ
る
（C

u
rth

oys 2000

）。
ふ
た
つ
目
は
、
多
文
化
主

義
が
平
等
と
違
い
を
同
時
に
承
認
し
よ
う
と
す
る
性
質
を
持
ち
、そ
れ
ら
平
等
と
違
い
の
基
準
を
決
定
づ
け
る
の
が
白
人
の
価
値
観
で
あ
る
と
す
る
立
場
で
あ
る
（K

ow
all 

2008; P
ovin

elli 2002

）。
最
後
は
、
白
人
の
植
民
に
よ
っ
て
被
害
を
被
っ
た
先
住
民
の
存
在
を
承
認
す
る
こ
と
で
、
白
人
の
優
位
性
の
根
拠
の
な
さ
を
暴
露
し
、
白
人
と

い
う
ホ
ス
ト
と
移
民
と
い
う
ゲ
ス
ト
と
の
関
係
を
崩
壊
さ
せ
、
先
住
民
と
移
民
が
共
通
に
被
っ
て
い
る
白
人
ホ
ス
ト
社
会
か
ら
の
不
正
義
に
対
し
て
連
帯
す
る
必
要
性
を

示
す
立
場
で
あ
る
（H

age 2003; M
orris-S

u
zu

ki 2002; 塩
原

 2010
）。

1
）
多
文
化
な
状
況
を
資
源
と
し
て
活
用
す
る
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
先
に
あ
げ
た
エ
イ
ダ
・
ク
ー
パ
ー
家
族
集
団
に
属
す
る
4
人
の
個
人
史
を
考
察
す
る
と
、
そ
の
ど
れ
も
が
こ
の
先
行
研
究
で
議
論
さ
れ
て
い

る
枠
組
み
に
当
て
は
ま
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
こ
と
は
た
と
え
ば
１
８
８
０
年
代
に
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
領
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
か
ら
移
住
し
た
Ｔ
．
ジ
ェ
ー
ム
ズ
が

植
民
の
な
か
で
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
と
接
触
し
、
彼
／
彼
女
ら
の
先
祖
と
し
て
現
在
に
お
い
て
も
語
り
継
が
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
戦
禍
の
難
民
キ
ャ

ン
プ
に
避
難
し
た
移
民
が
、
川
辺
で
先
住
民
と
出
会
い
、
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
を
成
立
さ
せ
た
ア
ン
の
両
親
の
例
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
成
立
後
に
お
け
る
先
住
民
と

移
民
と
の
相
互
接
触
の
例
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
局
地
的
に
で
は
あ
る
も
の
の
先
住
民
と
移
民
と
は
植
民
地
期
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
家
成
立
後
に
お
い
て
も
相
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互
に
影
響
し
あ
う
関
係
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
多
文
化
主
義
が
先
住
民
の
植
民
の
歴
史
を
隠
ぺ
い
す
る
政
策
で
あ
り
、
移
民
が
そ
の
政
策
に
組
み
込

ま
れ
て
い
く
こ
と
で
、
結
果
的
に
こ
の
植
民
地
の
歴
史
隠
ぺ
い
に
加
担
す
る
と
い
う
従
来
の
と
ら
え
方
が
、
当
て
は
ま
ら
な
い
事
例
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
先
住
民
と
移

民
と
の
連
帯
の
可
能
性
を
展
望
す
る
考
え
方
が
す
で
に
植
民
の
時
期
か
ら
醸
成
し
て
い
た
事
実
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
と
の
格
差
を
縮
め
、
文
化
の
違
い
を
承
認
し
よ
う
と
す
る
多
文
化
主
義
の
基
準
に
白
人
の
価
値
観
が
適
応
さ
れ
る
こ
と
に
関
し
て
は
、

さ
き
に
触
れ
た
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
の
当
事
者
団
体
が
、一
方
的
に
白
人
の
価
値
観
を
受
け
入
れ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、

１
９
３
０
年
代
か
ら
設
置
さ
れ
て
い
く
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
当
事
者
団
体
の
運
営
方
法
に
目
を
転
じ
て
み
て
も
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
の
み
で
な
く
白
人
や
非
先
住
民
と
の
協
働
で
当

時
の
現
状
を
変
え
よ
う
と
す
る
活
動
が
見
ら
れ
た
。
そ
れ
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
大
司
教
、
人
道
的
な
団
体
の
代
表
さ
ら
に
労
働
者
組
合
の
組
合
員
や
労
働
党
議
員
な
ど
、

様
々
な
人
々
と
の
共
同
に
よ
る
運
営
方
法
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
さ
き
に
み
た
4
人
の
個
人
史
か
ら
も
、
彼
／
彼
女
ら
が
白
人
を
中
心
と
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
の
価
値
を
受
け
入
れ
つ
つ
も
、
そ
れ
を
資
源
と
し
て
活

用
し
、
新
た
な
価
値
基
準
を
白
人
や
移
民
と
の
相
互
作
用
の
な
か
で
生
み
だ
し
て
き
た
こ
と
が
分
か
る
。
ク
レ
イ
ブ
は
テ
ク
ニ
カ
ル
・
ス
ク
ー
ル
の
教
員
に
そ
の
芸
術
的

な
才
能
を
認
め
ら
れ
、
そ
の
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
カ
ナ
ダ
へ
渡
る
。
そ
の
こ
と
が
そ
の
後
の
彼
の
人
生
を
大
き
く
決
定
づ
け
た
。
こ
れ
に
よ
り
ク
レ
イ
ブ
は
、
１
９
７
０

年
代
に
制
定
さ
れ
た
先
住
民
へ
の
特
別
措
置
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
な
く
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
で
生
き
抜
く
す
べ
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
方
で
、
ウ
ェ
イ

ン
は
先
住
民
へ
の
特
別
措
置
を
資
源
と
し
て
活
用
し
高
学
歴
を
獲
得
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
の
み
な
ら
ず
国
際
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
普
遍
的
な
知
識
と
な
る
博
士

号
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
１
９
５
０
年
代
生
ま
れ
の
ナ
ダ
ル
や
１
９
６
０
年
代
生
ま
れ
の
ア
ン
と
て
変
わ
り
は
な
い
。

ナ
ダ
ル
は
自
動
車
整
備
工
の
免
許
取
得
を
あ
き
ら
め
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
と
タ
ス
マ
ニ
ア
の
先
住
民
の
調
査
を
す
る
機
関
で
働
き
、
そ
の
後
は
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
当
事
者

団
体
で
働
く
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
知
識
や
経
験
は
先
住
民
に
対
す
る
特
別
措
置
を
活
用
す
る
こ
と
で
獲
得
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
ナ
ダ
ル
は
高
学
歴
を
獲

得
す
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
彼
の
家
族
は
１
９
５
０
年
代
か
ら
白
人
家
族
と
の
間
に
強
い
信
頼
関
係
を
結
ん
で
お
り
、
こ
の
こ
と
が
彼
の
運
動
を
展
開
す
る
柱
の
ひ
と
つ

に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
ア
ン
は
ウ
ェ
イ
ン
や
ナ
ダ
ル
に
同
じ
く
先
住
民
へ
給
付
さ
れ
る
奨
学
金
を
活
用
し
、
先
住
民
問
題
を
芸
術
の
観
点
よ
り
学
ん
だ
。
こ
れ
に
よ
り
舞
台
演
劇
の
演

出
家
や
監
督
と
な
る
た
め
の
知
識
を
大
学
院
で
学
ん
だ
彼
女
は
、
先
に
も
述
べ
た
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
の
土
地
権
回
復
の
た
め
の
闘
い
と
し
て
１
９
９
４
年
か
ら
２
０
０
２

年
ま
で
争
わ
れ
た
先
住
権
原
の
承
認
訴
訟
と
そ
の
権
原
消
滅
に
注
目
し
た
舞
台
「
ヤ
ナ
ガ
イ
・
ヤ
ナ
ガ
イ
」
を
監
督
し
た
。
こ
の
舞
台
は
２
０
０
４
年
に
作
成
さ
れ
、
ま
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た
た
く
間
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
全
土
お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
公
演
さ
れ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
の
み
な
ら
ず
世
界
的
な
反
響
を
呼
ん
だ
。
こ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
公
演
の

最
中
に
彼
女
は
、
自
分
の
母
親
の
故
郷
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
訪
れ
、
先
住
民
と
し
て
の
意
識
を
高
め
る
と
同
時
に
、
自
ら
の
移
民
と
し
て
の
歴
史
に
も
目
を
向
け
て
い
る
。

2
）
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
先
住
権
原
の
承
認
訴
訟
と
そ
の
敗
訴

近
年
の
多
文
化
主
義
と
そ
れ
に
対
す
る
先
住
民
の
対
応
に
関
し
て
は
、
土
地
権
の
立
法
措
置
に
関
す
る
議
論
が
あ
げ
ら
れ
る
。
１
９
７
６
年
に
北
部
準
州
で
制
定
さ
れ

た
「
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
土
地
権
法
」
や
、
こ
れ
ま
で
も
述
べ
て
き
た
１
９
９
３
年
に
制
定
さ
れ
た
「
先
住
権
原
法
」
は
い
ず
れ
も
先
住
民
の
「
真
正
性
」
を
証
明
す
る
こ
と

で
承
認
さ
れ
る
立
法
措
置
で
あ
る
。
こ
れ
ら
先
住
民
の
土
地
権
に
関
わ
る
法
の
制
定
は
、
先
住
民
が
だ
れ
で
あ
る
か
を
決
定
す
る
の
が
白
人
の
価
値
基
準
で
あ
り
、
こ
の

基
準
に
も
と
づ
き
先
住
民
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
に
お
い
て
選
別
さ
れ
承
認
さ
れ
る
存
在
と
な
る
（K

ow
all 2008; P

ovin
elli 2002

）。 

さ
き
に
も
述
べ
た
よ
う
に
先
住
権
原
訴
訟
の
過
程
で
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
の
原
告
と
し
て
名
乗
り
を
あ
げ
た
の
は
４
５
０
０
人
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
で
原
告
に
承
認
さ
れ

た
の
は
16
家
族
集
団
に
そ
の
出
自
を
た
ど
れ
る
２
７
８
人
に
と
ど
ま
る
。
ま
た
、
こ
の
原
告
に
承
認
さ
れ
た
う
ち
の
何
人
か
は
、
ク
ラ
ン
名
の
ひ
と
つ
バ
ン
ガ
ロ
ン
を
名

の
り
、
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
と
は
政
治
的
な
運
動
の
方
向
性
を
異
に
す
る
。
こ
の
2
集
団
は
協
働
し
て
先
住
権
原
の
承
認
訴
訟
を
展
開
し
た
も
の
の
、
伝
統
（tradition

）

と
そ
の
継
続
（con

tin
u

ity

）
と
い
う
言
葉
の
解
釈
を
め
ぐ
り
、
伝
統
は
静
的
で
現
在
に
も
継
続
す
る
も
の
と
捉
え
た
法
律
家
の
判
断
に
よ
り
、
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
先
住

権
原
は
否
定
さ
れ
た
（P

eterson
 2010

）。 

3
）
集
団
内
部
の
分
裂
と
そ
れ
ぞ
れ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成

先
住
権
原
の
消
滅
を
最
高
裁
に
下
さ
れ
た
後
は
、「
環
境
保
全
」
を
前
面
に
う
ち
出
し
都
市
の
知
識
人
や
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
間
で
拡
大
す
る
広
域
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

用
す
る
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
と
、「
地
域
社
会
」
と
の
強
固
な
連
携
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
局
地
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
す
る
バ
ン
ガ
ロ
ン
に
分
か
れ
、
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ

の
家
族
集
団
は
、
土
地
の
権
利
回
復
の
た
め
の
運
動
を
展
開
し
た
（
友
永
２
０
１
３
）。
な
か
で
も
２
０
０
４
年
か
ら
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
政
府
と
「
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
・
ネ

イ
シ
ョ
ン
・
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
法
人
」
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
「
森
と
川
の
資
源
に
関
す
る
共
同
管
理
協
定
」
は
、
地
域
社
会
の
み
で
な
く
、
そ
の
協
定
に
言
及
さ
れ
た
バ

ル
マ
州
立
森
林
の
国
立
公
園
化
を
求
め
る
運
動
と
も
呼
応
し
た
。
そ
れ
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
全
土
を
巻
き
込
ん
だ
運
動
に
ま
で
拡
大
し
、
と
り
わ
け
広
域
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
に
は
、
こ
れ
ま
で
詳
述
し
て
き
た
エ
イ
ダ
・
ク
ー
パ
ー
家
族
集
団
の
3
人
、
ウ
ェ
イ
ン
、
ナ
ダ
ル
、
ア
ン
が
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
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た
と
え
ば
、
ウ
ェ
イ
ン
は
１
９
９
０
年
代
か
ら
メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
で
教
鞭
を
と
り
、
当
該
大
学
生
を
は
じ
め
と
す
る
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
内
の
大
学
生
を
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル

タ
の
本
来
の
土
地
へ
招
き
、
そ
こ
で
5
日
間
滞
在
し
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
当
事
者
か
ら
歴
史
や
現
代
的
な
課
題
を
学
べ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
設
し
て
い
る
。
そ
れ
は
「
オ
ン
・

カ
ン
ト
リ
ー
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
と
よ
ば
れ
、
こ
れ
に
参
加
し
た
学
生
の
何
人
か
は
、
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
が
推
し
進
め
る
土
地
の
権
利
回
復
運
動
に
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と

に
な
る
。
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
ナ
ダ
ル
と
ア
ン
も
直
接
参
加
し
て
い
る
。

ナ
ダ
ル
は
、
学
生
や
国
際
・
国
内
・
地
域
の
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ス
タ
ッ
フ
に
た
い
し
て
、
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
側
の
考
え
方
を
提
供
し
、
そ
の
た
め
の
場
と
し
て
ウ
ェ
イ
ン
が

開
催
す
る
「
オ
ン
・
カ
ン
ト
リ
ー
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
を
活
用
し
て
い
る
。

ま
た
ア
ン
は
、
自
ら
手
掛
け
た
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
先
住
権
原
の
消
滅
を
強
く
批
判
し
た
舞
台
「
ヤ
ナ
ガ
イ
・
ヤ
ナ
ガ
イ
」
の
象
徴
的
な
シ
ー
ン
を
選
び
だ
し
、
そ
れ
を

他
の
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
大
学
生
と
一
緒
に
「
オ
ン
・
カ
ン
ト
リ
ー
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
で
再
現
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
「
土
地
権
法
」
や
「
先
住
権
原
法
」

の
よ
う
な
先
住
民
の
専
門
的
な
知
識
を
必
要
と
す
る
複
雑
な
議
題
に
、
先
住
民
は
も
と
よ
り
非
先
住
民
の
若
者
の
関
心
を
も
呼
び
起
こ
す
こ
と
に
な
り
、
ひ
い
て
は
学
生

が
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
の
運
動
に
参
加
し
得
る
機
会
を
拓
い
た
。

4
）
立
法
措
置
を
資
源
と
し
て
活
用
す
る
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ

こ
う
い
っ
た
、
広
域
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
エ
イ
ダ
・
ク
ー
パ
ー
家
族
集
団
の
個
人
が
中
心
と
な
っ
て
推
し
進
め
る
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
の
運
動
は
、

２
０
０
９
年
に
バ
ル
マ
森
林
の
国
立
公
園
化
を
達
成
し
た
。
ま
た
、
そ
の
際
に
作
成
さ
れ
た
「
ク
ラ
ウ
ン
・
ラ
ン
ド
修
正
法
案
２
０
０
９
」
に
は
、
新
し
い
国
立
公
園
の

誕
生
と
既
存
の
国
立
公
園
の
拡
大
、
さ
ら
に
こ
の
拡
大
を
機
に
、
資
源
管
理
と
運
営
に
か
か
わ
る
先
住
民
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
が
行
使
で
き
る
交
渉
権
と
決
定
権
を
担
保
す

る
文
言
が
も
り
こ
ま
れ
、
そ
れ
は
２
０
１
０
年
10
月
に
「
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
・
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル
・
オ
ー
ナ
ー
管
理
協
定
」
と
し
て
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
政
府
と
の
間
で

締
結
さ
れ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
先
住
民
が
だ
れ
で
あ
る
か
を
決
定
す
る
の
が
白
人
の
価
値
基
準
で
あ
り
、
こ
の
基
準
に
も
と
づ
き
先
住
民
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
に
お
い
て
選
別
・

排
除
さ
れ
管
理
さ
れ
る
存
在
と
し
て
で
は
な
く
、
先
住
民
み
ず
か
ら
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
の
価
値
基
準
を
受
け
入
れ
な
が
ら
も
そ
れ
ら
を
変
容
さ
せ
て
い
る
実
践
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
。

（
4
）

（
5
）
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5
．
先
住
民
社
会
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
の
は
ざ
ま
で

す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
ク
レ
イ
ブ
、
ウ
ェ
イ
ン
、
ナ
ダ
ル
、
ア
ン
の
個
人
史
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
異
な
状
況
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
4
人
に
対
す
る
、
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル

タ
集
団
内
部
や
他
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
集
団
か
ら
の
捉
え
方
も
幾
分
か
異
な
っ
て
い
る
。 

た
と
え
ば
、
あ
る
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
男
性
は
ウ
ェ
イ
ン
が
エ
チ
ュ
ー
カ
で
ミ
キ
サ
ー
車
の
運
転
手
を
し
て
い
た
時
に
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
で
は
な
く
イ
ン
ド
人
で
あ
っ
た

と
い
い
、
運
転
手
席
か
ら
自
分
た
ち
を
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
い
た
当
時
の
ウ
ェ
イ
ン
の
態
度
を
非
難
す
る
。
さ
ら
に
、
バ
ン
ガ
ロ
ン
集
団
に
属
す
る
男
性
は
「
博
士
の
学

位
を
獲
得
し
た
ウ
ェ
イ
ン
は
私
た
ち
の
問
題
を
大
学
で
教
え
る
こ
と
で
生
計
を
立
て
て
い
る
。
彼
は
多
く
の
知
識
を
持
っ
て
い
る
ド
ク
タ
ー
・
ア
ト
キ
ン
ソ
ン
だ
。
で
も

こ
の
地
域
に
住
ん
で
い
な
い
し
、
私
た
ち
の
現
状
を
理
解
し
て
い
な
い
の
で
私
た
ち
の
こ
と
に
つ
い
て
代
弁
す
べ
き
で
は
な
い
」
と
い
う
。
ク
レ
イ
ブ
に
対
し
て
も
あ
る

ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
女
性
は
「
彼
は
自
分
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
私
た
ち
を
雇
う
こ
と
は
し
な
い
」
と
非
難
し
て
い
る
。
ま
た
、
ア
ン
が
２
０
１
０
年
ま
で
働
い
て
い
た
メ
ル
ボ
ル

ン
市
内
の
ク
ー
リ
ィ
文
化
遺
産
セ
ン
タ
ー
の
先
住
民
職
員
は
、
彼
女
が
先
住
民
の
出
自
を
有
し
て
い
る
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
と
筆
者
に
語
っ
た
。

1
）
先
住
民
社
会
へ
の
対
応 

ウ
ェ
イ
ン
と
ク
レ
イ
ブ
は
こ
う
い
っ
た
集
団
内
部
か
ら
の
非
難
に
対
応
す
る
た
め
、
つ
ね
に
マ
レ
ー
・
ゴ
ー
ル
バ
ー
ン
地
域
と
の
関
係
を
意
識
す
る
。
ク
レ
イ
ブ
は

１
９
９
６
年
以
降
エ
チ
ュ
ー
カ
郊
外
に
家
を
購
入
し
、
そ
の
ガ
レ
ー
ジ
で
地
元
の
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
の
若
者
を
中
心
に
ア
ー
ト
の
ク
ラ
ス
を
毎
週
日
曜
日
に
開
講
し
て
い
る
。

さ
ら
に
ウ
ェ
イ
ン
は
メ
ル
ボ
ル
ン
郊
外
を
拠
点
に
生
活
す
る
も
の
の
、
月
に
2
度
は
エ
チ
ュ
ー
カ
と
バ
ル
マ
を
訪
れ
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
・
ネ
イ
シ
ョ
ン
法
人
の
会
合
へ
参

加
し
、
ク
レ
イ
ブ
の
家
も
訪
ね
て
い
る
。
ま
た
、
ア
ン
は
現
在
シ
ド
ニ
ー
に
移
り
、
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
の
舞
台
脚
本
家
と
監
督
と
し
て
、
自
身
の
芸
術
的
才
能
を
高
め
る
た

め
の
挑
戦
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
年
に
2
回
は
マ
レ
ー
河
に
戻
り
、
英
気
を
養
う
と
い
う
。

一
方
、
ナ
ダ
ル
は
集
団
内
部
か
ら
彼
が
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
で
あ
る
か
ど
う
か
疑
わ
れ
、
そ
の
真
正
性
を
め
ぐ
り
非
難
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
は
彼
の
人
生
で
1
年

間
の
メ
ル
ボ
ル
ン
郊
外
で
の
生
活
と
父
と
の
フ
ル
ー
ツ
や
農
作
物
の
季
節
労
働
の
た
め
2
年
間
の
出
稼
ぎ
時
期
を
除
け
ば
、
そ
の
ほ
か
は
、
マ
レ
ー
・
ゴ
ー
ル
バ
ー
ン
地

域
で
過
ご
し
て
き
た
こ
と
が
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。 

（
6
）
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こ
う
い
っ
た
事
例
か
ら
み
る
と
、
高
い
教
育
や
芸
術
的
な
才
能
な
ど
の
文
化
資
本
を
獲
得
し
た
ク
レ
イ
ブ
、
ウ
ェ
イ
ン
、
ア
ン
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
か
ら
の
非
難

の
み
で
な
く
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
や
先
住
民
集
団
内
部
か
ら
の
批
判
に
対
し
て
も
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
ナ
ダ
ル
は
居
住
地
に
長
く
住
む
こ
と
で
先
住
民
集
団

内
の
み
で
な
く
特
定
の
白
人
と
の
間
に
も
信
頼
を
獲
得
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

こ
の
4
人
の
個
人
史
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
獲
得
し
た
文
化
資
本
を
活
用
し
、
そ
こ
か
ら
生
み
だ
さ
れ
る
信
頼
、
規
範
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
も
と
づ
く
社
会
関
係
資
本

を
選
択
し
、
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
社
会
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
の
双
方
で
交
渉
を
す
す
め
、
そ
れ
に
対
応
す
る
実
践
が
見
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
白
人
の
価
値
観
に
も
と
づ

き
決
定
さ
れ
る
土
地
に
か
か
わ
る
法
律
を
積
極
的
に
活
用
し
つ
つ
、
そ
の
中
身
ま
で
も
変
革
し
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
の
権
利
を
白
人
社
会
に
承
認
さ
せ
た
。 

「
ク
ラ
ウ
ン
・

ラ
ン
ド
修
正
法
案
２
０
０
９
」
と
「
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
・
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル
・
オ
ー
ナ
ー
管
理
協
定
」
は
ま
さ
に
そ
の
成
果
で
あ
り
、
そ
の
成
立
に
は
「
オ
ン
・
カ
ン

ト
リ
ー
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

し
か
し
同
時
に
、
そ
の
4
人
の
個
人
史
に
み
る
実
践
か
ら
は
高
教
育
や
芸
術
的
な
才
能
と
い
う
文
化
資
本
を
獲
得
し
た
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
個
人
が
、
そ
の
知
識
や
技
能

を
集
団
内
部
に
向
け
て
還
元
す
る
た
め
、「
土
地
権
」
や
「
先
住
権
原
」
に
関
わ
る
先
住
民
当
事
者
組
織
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
の
承
認
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
明
ら
か
に

な
っ
た
。 

こ
の
よ
う
に
こ
こ
で
扱
っ
た
個
人
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
と
先
住
民
社
会
双
方
に
対
す
る
交
渉
術
を
獲
得
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

そ
れ
は
ま
た
文
化
資
本
を
獲
得
で
き
な
い
で
い
る
先
住
民
の
多
く
が
居
住
し
、
厳
し
い
植
民
圧
に
よ
り
伝
統
の
多
く
を
失
っ
た
先
住
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
社
会
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
部
の
多
様
な
資
源
を
活
用
し
て
、
そ
の
存
続
を
試
み
る
実
践
も
映
し
出
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
常
に
移
民
や
先
住
民
を
白
人
ホ
ス
ト
社
会
に
統
合
し
よ
う
と
す
る
多
文
化
主
義
と
は
異
な
る
、
先
住
民
集
団
が
ホ
ス
ト
と
し
て
集
団
内
部
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
社
会
に
お
け
る
多
様
な
状
況
へ
積
極
的
に
対
応
す
る
日
常
的
実
践
と
い
え
よ
う
。
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注（
1
）
こ
の
法
の
正
式
名
はN

ative T
itle A

ct 1993

で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
先
住
民
の
土
地
に
関
す
る
権
利
は
、
連
邦
と
各
州
そ
れ
ぞ
れ
に
法
的
な
整
備
が
な
さ
れ
て
お
り
、
2
つ
の

異
な
っ
た
概
念
が
法
制
化
さ
れ
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
、
先
住
権
原
法
で
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
土
地
法
で
あ
る
。
前
者
の
法
に
い
う
「
権
原
」
と
は
、「
あ
る
行
為
を
正
当
化
す
る
法
律

上
の
原
因
」
を
意
味
し
、「
一
般
的
に
権
利
の
発
生
す
る
原
因
」
を
い
い
、
先
住
民
の
権
原
は
「
生
活
の
基
盤
で
あ
り
、
文
化
の
拠
り
所
で
あ
る
土
地
」
に
対
す
る
「
財
産
権
の
基
礎
と
な
る
法
的
な

根
拠
」
を
意
味
す
る
。
そ
の
根
拠
と
な
る
の
が
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
渡
来
す
る
以
前
か
ら
そ
の
土
地
に
居
住
し
て
生
活
し
て
い
た
と
い
う
歴
史
的
な
事
実
、
つ
ま
り
先
住
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
」

で
あ
る
（
詳
細
は
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
２
０
０
７
を
参
照
）。
そ
こ
で
は
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
土
地
権
法
に
あ
る
先
住
民
の
譲
渡
不
可
能
な
永
代
共
同
保
有
権
ま
た
は
イ
ギ
リ
ス
の
土
地
所
有
権
は
認
め
ら
れ
な

い
。
こ
う
し
た
先
住
権
原
法
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
「
無
主
の
土
地
」
と
し
た
法
的
虚
構
を
否
定
し
、
先
住
民
が
彼
ら
の
法
と
慣
習
に
も
と
づ
い
て
伝
統
的
に
か
か
わ
っ
て
き
た
特
定
の
土
地
ま
た

は
水
域
に
関
す
る
権
利
と
利
害
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
先
住
権
原
法
に
は
、
先
住
民
が
彼
ら
の
法
と
慣
習
に
も
と
づ
い
て
伝
統
的
に
か
か
わ
っ
て
き
た
特
定
の
土
地
ま
た
は
水
域
に
関
す
る
権
利
と

利
害
と
い
う
定
義
が
な
さ
れ
て
い
る
。
権
利
と
利
害
に
は
狩
猟
、
採
集
、
漁
労
の
権
利
が
入
り
、
そ
の
対
象
地
の
申
請
は
、
タ
イ
ト
ル
が
確
定
さ
れ
て
い
な
い
土
地
ま
た
は
水
域
で
あ
れ
ば
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
全
土
で
可
能
で
あ
る
。
ス
チ
ュ
ア
ー
ト 

ヘ
ン
リ
「
先
住
権
と
権
原
：
先
住
民
族
の
基
本
的
権
利
に
つ
い
て
」
綾
部
恒
雄
編
『
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ピ
ー
プ
ル
ズ
の
現
在
：
失
わ
れ
る
文
化
・
失

わ
れ
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
』（
講
座
世
界
の
先
住
民
族
10
）、
明
石
書
店
、
２
０
０
７
、１
３
２

１
４
５
。

（
2
）
そ
の
内
容
は
①
祖
父
母
、
両
親
な
ら
び
に
語
り
手
本
人
の
家
族
、
居
住
地
、
移
動
経
歴
、
学
歴
、
職
歴
、
健
康
の
状
態
、
②
民
族
差
別
の
経
験
、
③
市
民
権
お
よ
び
土
地
権
運
動
へ
の
参
加
と
そ
の

内
容
な
ら
び
に
今
日
の
土
地
権
運
動
に
対
す
る
考
え
方
や
捉
え
方
、
④
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
対
す
る
捉
え
方
、
⑤
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
外
か
ら
の
来
訪
者
に
対
す

る
考
え
方
に
注
目
し
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
内
容
で
あ
る
。

（
3
）
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
２
０
０
６
年
か
ら
２
０
０
９
年
ま
で
37
人
に
お
こ
な
い
、
そ
の
内
の
12
人
が
自
分
た
ち
の
ク
ラ
ン
を
明
ら
か
に
で
き
た
。
そ
の
結
果
は
ウ
ィ
リ
チ
カ
が
7
人
、
ウ
ル
プ
ナ
が
3
人
、

バ
ン
ガ
ロ
ン
が
2
人
で
あ
っ
た
。

（
4
）
２
０
０
３
年
に
メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
で
単
位
取
得
が
可
能
に
な
っ
て
か
ら
、
本
科
目
に
参
加
し
た
学
生
総
数
は
約
２
４
０
人
で
、
そ
の
う
ち
留
学
生
は
13
人
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

学
生
17
人
は
大
学
を
離
れ
て
か
ら
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ス
タ
ッ
フ
、
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
代
表
機
関
ス
タ
ッ
フ
、
大
手
新
聞
社
の
記
者
、
先
住
権
原
申
請
の
受
付
、
審
査
、
決
定
に
必
要
な
調
査
並
び
に
重
複

審
査
な
ど
の
調
停
を
す
る
国
家
先
住
権
限
審
判
所
弁
護
士
、
さ
ら
に
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
の
運
動
を
助
け
る
自
主
運
営
組
織
を
結
成
す
る
な
ど
、
様
々
な
活
動
に
従
事
し
て
い
る
。

（
5
）
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
・
ト
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
オ
ー
ナ
ー
管
理
協
定
（
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
法
）
は
、
２
８
，５
２
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
有
す
る
バ
ル
マ
国
立
公
園
を
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
政
府
と
ヨ
ル
タ
・

ヨ
ル
タ
の
代
表
が
管
理
す
る
た
め
の
協
定
で
あ
る
。
そ
れ
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
の
「
環
境
と
気
候
変
動
に
関
す
る
大
臣
」
と
「
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
・
ネ
イ
シ
ョ
ン
・
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
法
人
」
と
の
間
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で
締
結
さ
れ
た
。
こ
の
協
定
の
目
的
は
、
以
下
の
こ
と
を
承
認
す
る
こ
と
で
、
バ
ル
マ
国
立
公
園
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
。（
1
）
バ
ル
マ
国
立
公
園
の
ト
ラ

デ
ィ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
オ
ー
ナ
ー
に
よ
る
土
地
管
理
評
議
委
員
会
を
設
置
し
、
そ
れ
を
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
政
府
委
員
会
が
登
録
す
る
、（
2
）
土
地
管
理
評
議
委
員
会
の
政
策
枠
組
み
と
そ
の
運
営
の
た

め
の
指
針
を
設
定
す
る
、（
3
）
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
政
府
と
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
代
表
と
の
間
で
将
来
実
施
さ
れ
る
協
定
に
関
し
て
の
交
渉
枠
組
み
を
設
定
す
る
。
こ
れ
は
「
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
・
ネ
イ

シ
ョ
ン
・
ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
法
人
」
と
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
政
府
と
の
間
で
森
林
管
理
を
お
こ
な
う
さ
い
の
協
同
関
係
を
扱
う
協
定
で
有
り
、
ヨ
ル
タ
・
ヨ
ル
タ
の
人
々
が
将
来
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
た
め
の
能
力
向
上
の
た
め
の
具
体
策
を
含
む
。
と
り
わ
け
協
定
は
バ
ル
マ
国
立
公
園
以
外
の
地
域
に
お
け
る
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
拡
大
可
能
性
に
つ
い
て
も

交
渉
で
き
る
権
利
を
提
供
す
る
。

（
6
）
こ
の
男
性
は
、
当
時
の
ウ
ェ
イ
ン
の
態
度
を
非
難
す
る
一
方
で
、
現
在
ウ
ェ
イ
ン
が
お
こ
な
う
「
オ
ン
・
カ
ン
ト
リ
ー
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
な
ど
の
教
育
を
通
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
貢
献
に
関
し

て
は
一
定
の
理
解
を
示
し
て
い
る
。




